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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに並列に接続される複数組の電池ユニット(11)を備えると共に、各々の電池ユニッ
ト(11)が、充電できる電池(1)と、この電池(1)と直列に接続されて電池(1)の充放電を制
御するスイッチング素子(2)と、このスイッチング素子(2)と直列に接続してなる加熱抵抗
(3B)を有する抵抗加熱型ヒューズ(3)と、この抵抗加熱型ヒューズ(3)の加熱抵抗(3B)の通
電を制御する加熱スイッチ(4)とを備えており、さらに、この加熱スイッチ(4)を制御する
と共に、電池電圧を検出してスイッチング素子(2)を制御する制御回路(5)を備えるパック
電池の制御方法であって、
　制御回路(5)がスイッチング素子(2)をオフに制御する状態でパック電池全体に流れる充
電電流を検出するとき、スイッチング素子(2)の異常を検出する異常検出ステップと、
　スイッチング素子(2)の異常が検出される状態で、制御回路(5)がスイッチング素子(2)
をオフに制御する状態として各々の電池ユニット(11)に充電電力を供給して電池電圧の上
昇から異常なスイッチング素子(2)の電池ユニット(11)を判別する判別ステップとからな
るパック電池の制御方法。
【請求項２】
　制御回路(5)が加熱スイッチ(4)を制御して、スイッチング素子(2)が異常と判定された
電池ユニット(11)の抵抗加熱型ヒューズ(3)を溶断する請求項１に記載されるパック電池
の制御方法。 
【発明の詳細な説明】



(2) JP 4785708 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パック電池の制御方法に関し、とくに複数の電池ユニットを並列に接続して
いるパック電池であって、電池の充放電を制御するスイッチング素子が故障した電池ユニ
ットの抵抗加熱型ヒューズを確実に溶断する制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電池の充放電を制御するＦＥＴなどのスイッチング素子を電池と直列に接続しているパ
ック電池は開発されている。このパック電池は、スイッチング素子のオンオフを電池電圧
で制御する制御回路も備える。制御回路は、充電している電池が過充電される状態になる
と充電電流を制御するスイッチング素子をオフに切り換えて充電電流を遮断する。また、
放電している電池が過放電される状態になると、放電を制御するスイッチング素子をオフ
に切り換えて、電池の放電電流を遮断する。さらに、電池の充放電を制御するスイッチン
グ素子と直列にヒューズを接続するパック電池も開発されている。（特許文献１参照）
【特許文献１】特開２００１－１２６７７２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　電池の充放電を制御するスイッチング素子と直列にヒューズを接続するパック電池は、
スイッチング素子が故障してオン状態に保持される状態で、ヒューズを溶断して安全性を
向上できる。ところで、パーソナルコンピュータ等の電源に使用されるパック電池として
、複数の電池ユニットを並列に接続するものが使用される。このパック電池も、各々の電
池ユニットに、充放電を制御するスイッチング素子とヒューズとを、電池と直列に接続し
て、スイッチング素子が故障するときにヒューズを溶断して安全性を向上できる。ただ、
複数の電池ユニットを並列に接続しているパック電池は、充放電を制御するスイッチング
素子が故障するとき、故障したスイッチング素子を設けている電池ユニットを特定できな
いことがある。スイッチング素子が故障した電池ユニットが特定されない場合、故障した
電池ユニットのヒューズを確実に溶断できないことになって、安全性が低下する。
【０００４】
　本発明は、さらにこの欠点を解決することを目的に開発されたものである。本発明の重
要な目的は、複数の電池ユニットを並列に接続しているパック電池において、スイッチン
グ素子が故障した電池ユニットを正確に特定して安全性を向上できるパック電池の制御方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明のパック電池の制御方法は、前述の目的を達成するために以下の構成を備える。
　この制御方法は、互いに並列に接続される複数組の電池ユニット１１を備えるパック電
池１０であって、各々の電池ユニット１１が、充電できる電池１と、この電池１と直列に
接続されて電池１の充放電を制御するスイッチング素子２と、このスイッチング素子２と
直列に接続してなる加熱抵抗３Ｂを有する抵抗加熱型ヒューズ３と、この抵抗加熱型ヒュ
ーズ３の加熱抵抗３Ｂの通電を制御する加熱スイッチ４とを備えており、さらに、この加
熱スイッチ４を制御すると共に、電池電圧を検出してスイッチング素子２を制御する制御
回路５を備えるパック電池１０の制御方法である。パック電池の制御方法は、制御回路５
がスイッチング素子２をオフに制御する状態でパック電池全体に流れる充電電流を検出す
るとき、スイッチング素子２の異常を検出する異常検出ステップと、スイッチング素子２
の異常が検出される状態で、制御回路５がスイッチング素子２をオフに制御する状態とし
て各々の電池ユニット１１に充電電力を供給して電池電圧の上昇から異常なスイッチング
素子２の電池ユニット１１を判別する判別ステップとからなる。
 
【０００６】
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　本発明のパック電池の制御方法は、制御回路５が加熱スイッチ４を制御して、スイッチ
ング素子２が異常と判定された電池ユニット１１の抵抗加熱型ヒューズ３を溶断すること
ができる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は、複数の電池ユニットを並列に接続しているパック電池において、スイッチン
グ素子が故障した電池ユニットを正確に特定して、安全性を向上できる特徴がある。それ
は、本発明の制御方法が、スイッチング素子の異常を検出すると、制御回路がスイッチン
グ素子をオフに制御する状態で、各々の電池ユニットに充電電力を供給して電池電圧の上
昇から異常なスイッチング素子の電池ユニットを判別するからである。スイッチング素子
が故障してオン状態に保持されると、制御回路がスイッチング素子をオフに制御してもオ
フ状態に切り換えられない。オン状態にあるスイッチング素子は、充電電力が供給される
と電池を充電して、電池の電圧を上昇させる。スイッチング素子が故障しない電池ユニッ
トは、制御回路がスイッチング素子をオフに制御する状態で、スイッチング素子はオフに
切り換えられる。したがって、この電池ユニットは、充電電力が供給されても電池は充電
されないので、電池の電圧は上昇しない。したがって、電池の電圧が上昇する電池ユニッ
トはスイッチング素子が故障し、電池の電圧が上昇しない電池ユニットはスイッチング素
子が故障しないと判定できる。
【０００８】
　さらに、本発明は、スイッチング素子が故障した電池ユニットの電池を充電するので、
充電される電力でヒューズを確実に溶断できる。それは、充電されて容量が大きくなって
いる電池から、ヒューズの加熱抵抗に電力を供給してヒューズを溶断するからである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施例を図面に基づいて説明する。ただし、以下に示す実施例は、本発
明の技術思想を具体化するためのパック電池の制御方法を例示するものであって、本発明
はパック電池の制御方法を以下に特定しない。
【００１０】
　さらに、この明細書は、特許請求の範囲を理解しやすいように、実施例に示される部材
に対応する番号を、「特許請求の範囲」および「課題を解決するための手段の欄」に示さ
れる部材に付記している。ただ、特許請求の範囲に示される部材を、実施例の部材に特定
するものでは決してない。
【００１１】
　本発明の実施例を、図を用いて詳細に説明する。図１に示すように、本実施例において
は、パック電池１０と、これを充電する電源を備える電子機器である携帯機器ＰＣ２０と
を備えている。携帯機器ＰＣ２０は、例えばノート型のような携帯型パーソナルコンピュ
ータである。パック電池１０は、通常、携帯機器ＰＣ２０に着脱自在に装着される構造で
ある。携帯機器ＰＣ２０には、コンセントからの交流商用電力を直流電力に変換するアダ
プター（図示せず）から出力される直流電力が供給され、この電力を制御して、供給する
マイコンを内蔵する制御・電源手段２１を備えている。制御・電源手段２１からの電力出
力は、パック電池１０を充電するのに利用されたり、携帯機器ＰＣ２０の負荷２２に電力
供給される。また、商用電力より電力供給がない場合は、パック電池１０より電力が供給
され、制御・電源手段２１及び負荷２２を駆動させる。
【００１２】
　パック電池１０は、第１の電池ユニット１１Ａと第２の電池ユニット１１Ｂからなる２
組の電池ユニット１１を並列に接続している。図１のパック電池１０は、２組の電池ユニ
ット１１を並列に接続しているが、３組以上の電池ユニットを並列に接続することもでき
る。各々の電池ユニット１１は、充電できる電池１と、この電池１と直列に接続されて電
池１の充放電を制御するスイッチング素子２と、このスイッチング素子２と直列に接続し
ている加熱抵抗３Ｂを有する抵抗加熱型ヒューズ３と、この抵抗加熱型ヒューズ３の加熱
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抵抗３Ｂの通電を制御する加熱スイッチ４とを備える。さらに、パック電池１０は、加熱
スイッチ４を制御すると共に、電池電圧を検出してスイッチング素子２を制御する制御回
路５を備える。制御回路５は、各々の電池ユニット１１に設けられる入力回路８と、これ
らの入力回路８からの情報が入力される処理回路９とを備える。入力回路８は、各電池１
の電圧をマルチプレクサ（図示せず）にて順番に読み込んで、そのデータをマイコンから
なる処理回路９に転送する。また、入力回路８は、処理回路９からの処理信号に基づいて
、スイッチング素子２、加熱スイッチ４のオンオフを制御する。また、入力回路８におい
ては、電流検出部６にて過電流を検出したときに、スイッチング素子２をオフにする。処
理回路９においては、電流検出部１３にて検出される電池ユニット１１の充放電電流を積
算して電池１の残容量を演算処理し、また、電池１の満充電を検出している。また、処理
回路９は、満充電や過放電を検出し、あるいは、異常電流、異常温度、異常電圧の検出時
等にスイッチング素子２を制御して充放電を制御し、あるいはまた、加熱スイッチ４を制
御する。図の制御回路５は、各々の電池ユニット１１に別々の入力回路８を設けているが
、各々の電池ユニットの入力回路を、ひとつの入力回路とすることもできる。
　本実施例においては、処理回路９において、第１の電池ユニット１１Ａと第２の電池ユ
ニット１１Ｂからなる２組の電池ユニット１１の一方が放電し、他方は放電することなく
保持され、一方の電池ユニット１１の残容量が０になると、他方の放電を開始する。充電
時においては、２組の電池ユニット１１の一方が充電され、他方は充電されることなく保
持される。また、電池ユニット１１毎に残容量を演算して、各々の電池ユニット１１の残
容量を合算してパック電池１０の残容量としている。
【００１３】
　電池１は、リチウムイオン電池又はニッケル水素電池等の二次電池である。さらに、図
１のパック電池１０は、各々の電池ユニット１１に、電池１の充放電時の電流を検出する
抵抗等からなる電流検出部６も備える。また、各々の電池ユニット１１は、電池１に密接
して配置されたサーミスタを含む温度検出部７も備える。
【００１４】
　図１のパック電池１０は、各々の電池ユニット１１に３個の電池セルを直列に接続して
いる。ただ、電池ユニットは、複数の電池を並列に接続して電池ブロックとし、さらに複
数の電池ブロックを直列に接続することもできる。このような電気接続においては、電池
セルの正極、負極に平板状金属片であるタブをスポット溶接等により接続して、電気接続
している。電池セルには、リチウムイオン電池の場合は、約２０００ｍＡｈ／セル程度の
容量のものを使用する。
【００１５】
　処理回路９は、入力回路８を介して、各々の電池ユニット１１のトータル電池電圧（測
定箇所）、各電池セルの電圧検出部、電流検出部６からの出力、温度検出部７からの出力
のアナログ電圧が入力され、入力されるアナログ信号をデジタル信号にデジタル変換し、
実電圧［ｍＶ］や実電流値［ｍＡ］等に換算するＡ／Ｄ変換部（図示せず）を備える。さ
らに、処理回路９は、Ａ／Ｄ変換部からの出力を、演算、比較、判定等をして、スイッチ
ング素子２と加熱スイッチ４をオンオフに制御する制御・演算部（図示せず）も備える。
【００１６】
　処理回路９は、制御・演算部でもって、各々の電池ユニット１１の充放電電流を別々に
積算して残容量を演算処理したり、電池１の満充電を検出したり、異常電流、異常温度、
異常電圧の検出時等に、充放電を制御する。そして、ＦＥＴからなるスイッチング素子２
は、入力回路８を介して、処理回路９の制御・演算部でオンオフに制御され、異常電流、
異常温度、異常電圧の検出時に、制御・演算部からの制御信号で電流を遮断する。周知技
術を利用して、制御・演算部においては、Ａ／Ｄ変換部によって変換された充放電電流に
、測定単位時間（例えば、２５０ｍｓｅｃ）を掛け算した値を積算し、放電時においては
満充電から積算量を引き算し、あるいは、充電時においては、充電開始時の残容量より積
算量を加算する。このような演算により、電池１の残容量（Ａｈ）を算出している。この
ような電流積算の残容量に代わって、測定時点での電圧と電流と測定単位時間とを掛け算
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した値を積算した電力の積算量（Ｗｈ）を残容量としても良い。
【００１７】
　また、処理回路９は、制御・演算部において、各種データを記憶するメモリを備える。
このメモリは、電池ユニット１１の動作を制御するプログラムを保存するプログラムメモ
リを備え、プログラムメモリは、不揮発性の記憶媒体である。ＲＯＭ（Read Only Memory
）には、プログラムの実行時に必要なデータなどがあらかじめ記憶される。ＲＡＭ（Rand
om Access Memory）は、プログラムの一部や、各種データを一時的に記憶する。この他に
、不揮発性メモリとしてＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable ＲＯＭ）
又はFlashMemoryを備えており、ＥＥＰＲＯＭ又はFlashMemoryには、制御・演算部に実行
させるソフトウェアや設定データや、制御・演算部のシャットダウンが発生しても保存が
必要なデータ（例えば、学習容量、サイクル数、異常時のデータ等）などをシャットダウ
ンより前に記憶するとともに、これらを随時書き換えることが可能となっている。
【００１８】
　さらには、処理回路９は、制御・演算部に、各種のタイマー、カウンターを備えており
、時間計測、回数の計測等に利用される。
【００１９】
　また、処理回路９は、制御・演算部で各電池ユニット１１Ａ、１１Ｂにおいて満充電を
検出する。制御・演算部は、電池がニッケル水素電池等の場合は、ピーク電圧を検出した
り、電池電圧の－ΔＶ（＝電圧低下）を検出したり、演算された残容量を利用したり等の
周知の方法にて満充電を検出する。電池がリチウムイオン電池の場合は、電流、電圧を規
制した定電流（ｍａｘ電流０．５～１Ｃ程度)・定電圧（ｍａｘ４．２Ｖ／セル程度）充
電を利用し、電圧が所定値以上、電流が所定値以下の条件のとき、満充電と判定する。満
充電を検出したとき、処理回路９の制御・演算部は、容量を１００％とする情報を、通信
ライン１２を介して、電子機器側に送信することもできる。
【００２０】
　ここで、処理回路９は、充電電流、放電電流を遮断するために、スイッチング素子２を
オンオフ制御する信号を、制御・演算部から入力回路８に出力する。スイッチング素子２
は、充電用スイッチング素子としてｐチャネル型ＦＥＴである充電用ＦＥＴ素子２Ａを、
放電用スイッチング素子としてｐチャネル型ＦＥＴである放電用ＦＥＴ素子２Ｂを備えて
いる。なお、ｐチャネル型ＦＥＴに代わって、チャージポンプを利用してｎチャネル型Ｆ
ＥＴの充電用ＦＥＴ素子、放電用ＦＥＴ素子を利用することも可能である。
【００２１】
　処理回路９は、リチウムイオン電池である電池１の電圧が、過充電電圧以上（例えば、
４．２Ｖ／セル以上）になると、充電用ＦＥＴ素子２Ａをオフ制御するために、オフ信号
（ｐチャネル型ＦＥＴのゲートに印加するため、オフ信号の電圧は、Ｈｉｇｈ電圧の信号
に相当する）を、入力回路８を介して充電用ＦＥＴ素子２Ａのゲートに出力する。また、
処理回路９は、電池１の電圧が、過放電電圧以下（例えば、２．７Ｖ／セル以下）になる
と、放電用ＦＥＴ素子２Ｂをオフ制御するために、オフ信号（ｐチャネル型ＦＥＴのゲー
トに印加するため、オフ信号の電圧は、Ｈｉｇｈ電圧の信号に相当する）を、入力回路８
を介して、放電用ＦＥＴ素子２Ｂのゲートに出力する。なお、上述のように、ｐチャネル
型ＦＥＴである素子のゲートに印加するため、オフ信号の電圧は、Ｈｉｇｈ電圧の信号に
相当し、オン信号の電圧は、Ｌｏｗ電圧の信号に相当する。また、過充電状態においては
、入力回路８より充電用ＦＥＴ素子２Ａにオフ信号が出力されて、充電は停止される。こ
のときは、携帯機器ＰＣ２０が放電すると、放電用ＦＥＴ素子２Ｂのゲートにはオン信号
が入力されているので、放電用ＦＥＴ素子２Ｂはオン状態で、オフ状態の充電用ＦＥＴ素
子２Ａの寄生ダイオードを介して放電できる。また、過放電状態においては、入力回路８
から放電用ＦＥＴ素子２Ｂのゲートにオフ信号が入力されて、放電は停止される。このと
きは、携帯機器ＰＣ２０が充電すると、充電用ＦＥＴ素子２Ａのゲートはオン信号である
ので、充電用ＦＥＴ素子２Ａがオン状態で、オフ状態の放電用ＦＥＴ素子２Ｂの寄生ダイ
オードを介して、充電できる。
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【００２２】
　パック電池１０は、携帯時等の商用電力を利用できないときに利用されるので、通常、
携帯機器ＰＣ２０に商用電力が供給できる場合等は、電池ユニット１１の電池１は満充電
に近い状態で保管される。また、停電の発生は、通常、非常に少ないので、電池１の残容
量の低下は、電池１の自己放電及びパック電池１０内の電力消費より発生する。処理回路
９で、電池１の残容量が、自己放電、回路の電力消費等により、再充電容量に到達したら
再充電を開始する。そして、再充電容量は、満充電容量から所定時間あたりの電流値の積
算を減算して求めても良く、また、再充電容量に対応した電池電圧より求めても良い。ま
た、再充電容量は、たとえば、満充電容量の約９０％とすることができる。
【００２３】
　本実施例においては、処理回路９は、以下のように処理して、残容量を得る。処理回路
９の制御・演算部は、電池１を放電して、後述する電池１の総容量である総放電量（＝学
習容量）から放電容量を減算して、電池１の残量を電流の積算量又は積算量（Ａｈ）とし
て演算する。また、処理回路９は、制御・演算部において、放電中、（総容量－積算量）
／（総容量）＝残存容量率の関係式より、電池１の残存容量率（％）を演算する。充電容
量は、電池１の充電電流の積算量で、あるいはこれに充電効率をかけて演算される。放電
容量は、放電電流の積算量、あるいは放電効率を考慮して演算される。処理回路９は、制
御・演算部でもって、電流の積算に代わって、電力の積算量（Ｗｈ）で残量を演算するこ
ともできる。電力の積算値は、充電電力から放電電力を減算して演算される。
【００２４】
　ここでは、その時点での電池１の総容量（＝学習容量）としては、満充電した状態から
完全に放電されるまでの放電の積算容量（Ａｈ又はＷｈ）でも、電池１を完全に放電した
状態から満充電されるまでの充電の積算容量（Ａｈ又はＷｈ）でもよい。 また、これ以
外の方法でも、総容量が得られるのであれば、その時点での電池１の総容量としても良い
。
【００２５】
　各電池ユニット１１Ａ、１１Ｂにおいて放電が進むとき、処理回路９は、制御・演算部
でもって、Ａ／Ｄ変換部から入力される電圧信号で、残量を補正する。Ａ／Ｄ変換部から
、電池１の電圧が第１電圧に到達、低下したことを示す信号が入力されると、処理回路９
の制御・演算部は、第１電圧（例えば、リチウムイオン電池３．６Ｖ／セル）に対応して
予め設定されている第１残存容量（率）Ｙａ１（例えば、８％）により、算出した残存容
量率を補正する。
【００２６】
　すなわち、第１残存容量Ｙａ１を残存容量８％とすると、処理回路９の制御・演算部は
、算出した残存容量が９％になると、二次電池の電池電圧が第１電圧Ｖ１に低下するまで
、残存容量として９％を保持する。一方、算出した残存容量が９％以上の場合に、二次電
池の電池電圧が第１電圧Ｖ１に低下すると、その時点で、処理回路９の制御・演算部は、
算出した残存容量の値を８％に補正する。
【００２７】
　さらに、各電池ユニット１１Ａ、１１Ｂにおいて電池の放電が進んで、電池の電圧が所
定の放電終止電圧に低下したことを示す信号が入力されると、処理回路９の制御・演算部
は演算した残量を０に補正する。電池電圧が放電終止電圧まで低下すると、電池の実際の
容量は、下限容量として、０になるからである。そして、制御・演算部は、放電開始から
放電終止電圧までの放電電流積算量を、総放電量（＝総容量）として演算、保存する。
【００２８】
　そして、処理回路９の制御・演算部は、総放電量（＝学習容量）を得た後、次の総放電
量が得られるまで、この総放電量を利用する。また、第１残存容量（率）に対応した第１
電圧に加えて、これより少ない容量（例えば、３％）での第２残存容量（率）に対応した
第２電圧でも、算出した残存容量率を補正しても良い。また、上述の残存容量(率)に対応
した第１電圧、放電終止電圧等については、電流、温度に依存するので、使用時において
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電流、温度を基に補正した電圧を利用することも可能である。
【００２９】
　さらに、処理回路９は、電池電圧、残容量、充放電電流値等の各種の電池情報、各種指
令の情報を携帯機器ＰＣ２０の制御・電源手段２１に伝送する通信部（図示せず）を備え
ている。パック電池１０と携帯機器ＰＣ２０との通信処理は、以下のように、通信部にて
行われる。通信部は、電池電圧、残容量、充放電電流値等の各種の電池情報を携帯機器Ｐ
Ｃ２０が受信できる信号データに作成する通信データ作成部と、実際に通信を行うための
ドライバー部と備える。このとき、残容量を算出するための各種パラメータの記憶や諸々
のデータを記憶するために、処理回路９内のメモリを利用することもできる。また、処理
回路９は、携帯機器ＰＣ２０からパック電池１０の各種情報の送信要求をドライバー部に
て受け、通信データ作成部にて作成されたデータをドライバー部から携帯機器ＰＣ２０に
送信する。通信方式としては、周知技術であるＳＭＢｕｓ方式等が利用でき、２つの通信
ライン１２であるデータラインＳＤＡ、クロックラインＳＣＬを介して、データ信号等を
送信、受信する機能を備えている。
【００３０】
　さらに、パック電池１０の制御回路５は、異常検出ステップとして、以下の方法で充電
用のスイッチング素子２の異常を検出し、充電用スイッチング素子２の異常状態が検出さ
れたとき、通信処理部を介して、携帯機器ＰＣ２０側にスイッチング素子２の異常を通信
する。たとえば、制御回路５は、温度異常や過電流が検出された場合等において、入力回
路８が充電用のスイッチング素子２である充電用ＦＥＴ素子２Ａをオフとする制御をして
いるにもかかわらず、携帯機器ＰＣ２０より充電電圧、充電電力が印加された状態で、以
下のように充電電流が検出されるとスイッチング素子２の異常と判定する。図１のパック
電池１０は、このような充電電流を検出するために、電流検出部１３を備える。この電流
検出部１３は、パック電池全体に流れる電流、すなわち、各々の電池ユニット１１に流れ
る電流の総和を検出する。電流検出部１３で検出される電流は、処理回路９に入力される
。
【００３１】
　制御回路５は、入力回路８が充電用ＦＥＴ素子２Ａをオフに制御する状態で、充電電流
を検出するとき、次の場合に、スイッチング素子２の異常と判定する。第１電流値（例え
ば、１００ｍＡ）以上の電流を、第２検出時間（例えば、９０秒）より短い第１検出時間
（例えば、２０秒）の間、検出するとき、異常と判定する。また、所定の電流範囲、即ち
、第１電流値未満、第２電流値（例えば、２０ｍＡ）以上の電流を、第１検出時間（例え
ば、２０秒）より長い第２検出時間（例えば、９０秒）の間、検出するとき、異常と判定
する。そして、このような充電用ＦＥＴ素子２Ａの異常を検出するために、常に、自動的
にチェック（＝自己チェック）している。
【００３２】
　さらに、制御回路５は、判別ステップで、いずれの電池ユニット１１の充電用のスイッ
チング素子２が異常になったかを判定する。判別ステップでは、入力回路８が充電用のス
イッチング素子である充電用ＦＥＴ素子２Ａのゲートにオフ信号を入力する状態で、携帯
機器ＰＣ２０より各々の電池ユニット１１に充電電力を供給し、いずれの電池ユニット１
１の電池電圧が上昇するかを検出する。異常な状態となって故障している充電用ＦＥＴ素
子２Ａは、ゲートにオフ信号を入力してもオフにはならずにオン状態に保持される。した
がって、充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障している電池ユニット１１は、オン状態の充電用Ｆ
ＥＴ素子２Ａで電池１が充電されて、電圧が上昇する。このことから、電池電圧が上昇す
る電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａを故障と判定する。この制御方法は、異常検
出ステップにおいて、いずれかの電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａの故障を検出
しても、このステップにおいては、いずれの電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａの
故障かを判定する必要はない。次の判別ステップにおいて、充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障
する電池ユニット１１を特定するからである。この制御方法は、充電用ＦＥＴ素子２Ａの
故障を判定する状態で、いずれの充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障かを識別するので、故障し
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た電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａを確実に特定できる。さらに、いずれの電池
ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障しているかを判定するための判別ステップで
、電池１を充電して、抵抗加熱型ヒューズ３を確実に溶断できる。すなわち、判別ステッ
プにおいて携帯機器ＰＣ２０からパック電池１０に供給する電力は、どの電池ユニット１
１の充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障したかの判定と、故障した電池ユニット１１の抵抗加熱
型ヒューズ３の確実な溶断の両方に有効に利用される。
【００３３】
　充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障した電池ユニット１１が特定されると、故障した電池ユニ
ット１１の充放電を停止するために、故障した充電用ＦＥＴ素子２Ａを備える電池ユニッ
ト１１の抵抗加熱型ヒューズ３を溶断する。抵抗加熱型ヒューズ３は、一般に販売されて
いるもので、図１に示すように、ヒューズ３Ａの中間点に、並列接続された加熱抵抗３Ｂ
を接続した構造である。そして、抵抗加熱型ヒューズ３を遮断するために、加熱抵抗３Ｂ
は、ヒューズ３Ａに熱的に結合されている。抵抗加熱型ヒューズ３と、これに直列接続さ
れたＦＥＴ等の加熱スイッチ４からなる遮断回路を、電池１の正極側と負極側との間に接
続し、入力回路８が加熱スイッチ４のゲート信号を制御する。充電用ＦＥＴ素子２Ａの異
常が検出された電池ユニット１１の加熱スイッチ４は、入力回路８でオンに切り換えられ
る。オン状態の加熱スイッチ４は、電池１から加熱抵抗３Ｂに通電して、加熱抵抗３Ｂを
ジュール熱で加熱する。したがって、充電用ＦＥＴ素子２Ａの故障した電池ユニット１１
の加熱抵抗３Ｂが発熱し、これがヒューズ３Ａを熱溶断する。これにより、これ以後、故
障した電池ユニット１１を使用できない状態とする。
【００３４】
　次に、本実施例の制御方法について、図２のフローチャートを用いて、工程毎に説明す
る。
［ｎ＝１のステップ］
　このステップで、制御回路５は、いずれかの電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａ
が異常であるかどうかを判定する。この判定は、温度異常や過電流が検出された場合等に
おいて、各々の電池ユニット１１の充電用のスイッチング素子２である充電用ＦＥＴ素子
２Ａのゲートにオフ信号を入力してオフに制御し、この状態で携帯機器ＰＣ２０より充電
電圧、充電電力を印加して、所定の条件で充電電流が検出されるかどうかで判定される。
このステップにおいて、所定の条件で充電電流が検出されると、いずれかの電池ユニット
１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａが異常であると判定して、次のステップに進む。電池ユニッ
ト１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａの異常が検出されない場合、このような判定を周期的（例
えば、２５０ｍｓｅｃ毎）に繰り返す。
［ｎ＝２、３のステップ］
　いずれかの電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａの異常が検出されると、制御回路
５は、各々の電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａのゲートにオフ信号を入力してオ
フに制御し、さらに、この状態で、各々の電池ユニット１１に携帯機器ＰＣ２０より充電
電力を供給する。この状態を所定の電力量または所定の時間保持する。
［ｎ＝４～６のステップ］
　制御回路５は、ｎ＝４のステップで、第１の電池ユニット１１Ａの電池電圧が上昇した
かどうかを判定する。第１の電池ユニット１１Ａの電池電圧が上昇すると、制御回路５は
、第１の電池ユニット１１Ａの充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障と判定し、この情報を携帯機
器ＰＣ２０に通信して伝送した後、ｎ＝６のステップで、第１の電池ユニット１１Ａの加
熱スイッチ４をオンに切り換えて、第１の電池ユニット１１Ａの抵抗加熱型ヒューズ３を
溶断する。
［ｎ＝７、８のステップ］
　ｎ＝４のステップで、第１の電池ユニット１１Ａの電池電圧が上昇しない場合、制御回
路５は、第２の電池ユニット１１Ｂの充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障と判定し、この情報を
携帯機器ＰＣ２０に通信して伝送した後、ｎ＝８のステップで、第２の電池ユニット１１
Ｂの加熱スイッチ４をオンに切り換えて、第２の電池ユニット１１Ｂの抵抗加熱型ヒュー
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　ただ、ｎ＝７のステップにおいて、第２の電池ユニット１１Ｂの電池電圧が上昇したか
どうかを判定し、第２の電池ユニット１１Ｂの電池電圧が上昇すると、第２の電池ユニッ
ト１１Ｂの充電用ＦＥＴ２Ａが故障と判定することもできる。
【００３５】
　さらに、本発明の制御方法は、いずれの電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａが故
障したかを携帯機器ＰＣ２０に通信して、故障と判定した電池ユニット１１の抵抗加熱型
ヒューズ３を確実に溶断した後、故障と判定されない電池ユニット１１の加熱スイッチ４
もオンにして抵抗加熱型ヒューズ３も溶断することができる。この制御方法は、いずれの
電池ユニット１１の充電用ＦＥＴ素子２Ａが故障したかを判定した後、両方の電池ユニッ
ト１１の抵抗加熱型ヒューズ３を確実に溶断するので、パック電池１０全体を使用できな
くして、より安全性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施例にかかる制御方法に使用するパック電池のブロック図である。
【図２】本発明の一実施例にかかるパック電池の制御方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００３７】
　　１…電池
　　２…スイッチング素子　　　　　　２Ａ…充電用ＦＥＴ素子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　２Ｂ…放電用ＦＥＴ素子
　　３…抵抗加熱型ヒューズ　　　　　３Ａ…ヒューズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　３Ｂ…加熱抵抗
　　４…加熱スイッチ
　　５…制御回路
　　６…電流検出部
　　７…温度検出部
　　８…入力回路
　　９…処理回路
　１０…パック電池
　１１…電池ユニット　　　　　　　１１Ａ…第１の電池ユニット
　　　　　　　　　　　　　　　　　１１Ｂ…第２の電池ユニット
　１２…通信ライン
　１３…電流検出部
　２０…携帯機器ＰＣ
　２１…制御・電源手段
　２２…負荷
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